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研究成果概要 
OMC 光学系付近のさらなる散乱光・迷光対策として、OMC 周りに Fig.1 のような

Shroud を作成し設置した。さらに、KAGRA の 100Hz 付近の感度を支配していると思

われる Beam jitter 雑音の原因が、IFI 真空タンク内の STM2 鏡（Fig.2）の固定にある

のではないかとの推論に基づき、調査したところ、固定が不十分であることが判明し、

その固定を正しく行ったところ、感度が改善される成果があった（Fig.3）。 

  
Fig.1 OMC 周りの Shroud             Fig.2 IFI 真空タンク内の STM2 鏡 

 
Fig.3 STM2 鏡の振動の低減（緑から赤に改善） 
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